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遠
藤
周
作

遠
藤
周
作

((

１
９
２
３

１
９
２
３
ーー
１
９
９
６

１
９
９
６))

❶遠藤周作文学館❶遠藤周作文学館

　
３
月

　
３
月
2727
日
、
作
家
・
遠
藤
周
作
は
生
誕
１
０

日
、
作
家
・
遠
藤
周
作
は
生
誕
１
０

０
年
を
迎
え
ま
す
！

０
年
を
迎
え
ま
す
！

　
今
回
の
特
集
で
は
、
遠
藤
文
学
の
世
界
へ
の

　
今
回
の
特
集
で
は
、
遠
藤
文
学
の
世
界
へ
の

旅
は
も
ち
ろ
ん
、
外
海
に
あ
る
遠
藤
周
作
文
学

旅
は
も
ち
ろ
ん
、
外
海
に
あ
る
遠
藤
周
作
文
学

館
へ
の
リ
ア
ル
な
旅
へ
皆
さ
ん
を
お
誘
い
し
ま

館
へ
の
リ
ア
ル
な
旅
へ
皆
さ
ん
を
お
誘
い
し
ま

す
。
す
。

　
お
出
掛
け
の
際
に
、
足
を
運
ん
で
み
ま
せ

　
お
出
掛
け
の
際
に
、
足
を
運
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

ん
か
。

１
０
０
回
目
の
お
誕
生
日
！

１
０
０
回
目
の
お
誕
生
日
！

特
別
企
画
展

特
別
企
画
展

１
０
０
歳
の
遠
藤
周
作
に
出
会
う

１
０
０
歳
の
遠
藤
周
作
に
出
会
う

　
今
回
の
展
示
は
、
小
説
家
・
遠
藤
周
作
の
文

　
今
回
の
展
示
は
、
小
説
家
・
遠
藤
周
作
の
文

学
世
界
と
遠
藤
周
作
の
も
う一つ
の
顔
と
さ
れ
る

学
世
界
と
遠
藤
周
作
の
も
う一つ
の
顔
と
さ
れ
る

「「
狐狐こ

り
あ
ん

こ
り
あ
ん

狸
庵
狸
庵
先
生
」
に
焦
点
を
当
て
た
展
示
を
行

先
生
」
に
焦
点
を
当
て
た
展
示
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
遠
藤
周
作
が
語
り
か
け
る
魅

い
ま
す
。
ま
た
、
遠
藤
周
作
が
語
り
か
け
る
魅

力
的
な
言
葉
の
展
示
や
遠
藤
周
作
に
縁
の
あ
る

力
的
な
言
葉
の
展
示
や
遠
藤
周
作
に
縁
の
あ
る

か
た
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
展
示
し
ま
す
。
遠
藤

か
た
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
展
示
し
ま
す
。
遠
藤

周
作
の
等
身
大
パ
ネ
ル
も
初
登
場
！
３
月

周
作
の
等
身
大
パ
ネ
ル
も
初
登
場
！
３
月
2727
日
㊊
日
㊊

午
後
午
後
11
時
か
ら
来
年
９
月

時
か
ら
来
年
９
月
2626
日
㊍
ま
で
で
す
。

日
㊍
ま
で
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
文
学
館
を
訪
れ
て
、
あ
な
た
の
心
に

　
ぜ
ひ
、
文
学
館
を
訪
れ
て
、
あ
な
た
の
心
に

響
く
言
葉
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

響
く
言
葉
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

遠
藤
周
作

遠
藤
周
作  

生
誕
１
０
０
年

生
誕
１
０
０
年

沈
黙
と
好
奇
心
の
旅
へ
よ

沈
黙
と
好
奇
心
の
旅
へ
よ
う
こ
そ

う
こ
そ
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❶遠藤周作文学館
遠藤周作の没後、彼の文学や
人間を語るのにふさわしいロ
ケーションということで外海
に建設されました。遠藤周作
の遺品や生原稿、蔵書などを
展示しています。

　
戦
後
か
ら
平
成
に
か
け
て
活
躍
し
た
小
説

　
戦
後
か
ら
平
成
に
か
け
て
活
躍
し
た
小
説

家
。
学
生
時
代
に
洗
礼
を
受
け
て
カ
ト
リ
ッ
ク

家
。
学
生
時
代
に
洗
礼
を
受
け
て
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
に
な
っ
た
た
め
、
作
品
に
は
宗
教
を
テ
ー

教
徒
に
な
っ
た
た
め
、
作
品
に
は
宗
教
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

マ
に
し
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
文
学
を
通
じ
て
日
本
の
精
神
風
土
と
キ
リ
ス

　
文
学
を
通
じ
て
日
本
の
精
神
風
土
と
キ
リ
ス

ト
教
に
つ
い
て
追
究
し
、
多
く
の
作
品
を
残
し

ト
教
に
つ
い
て
追
究
し
、
多
く
の
作
品
を
残
し

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
芥
川
賞
や
谷
崎
賞
な
ど

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
芥
川
賞
や
谷
崎
賞
な
ど

の
受
賞
作
品
も
あ
り
ま
す
。

の
受
賞
作
品
も
あ
り
ま
す
。

遠藤周作の執筆机遠藤周作の執筆机

➎➎道の駅夕陽が丘そとめ道の駅夕陽が丘そとめ ❹沈黙の碑❹沈黙の碑

❷思索空間アンシャンテ
アンシャンテはフランス語で
「初めまして」。ゆったりした
時間が流れる室内で大きな窓
から美しい景色を眺め、自分
と向き合うことができます。

遠藤文学の世界観をイメージ
した深い海のようなステンド
グラス。文学館に訪れた際は
写真を撮ってみては。

❸ステンドグラス

文学館に隣接する道の駅。ソ
フトクリームやコーヒー、地
域の農林水産物や特産品、工
芸品などを販売しています。
ドライブの休憩にオススメ。

❺道の駅夕陽が丘そとめ

出津文化村の入り口付近にあ
ります。海を見下ろす高台に
あるので、遠くまで広がる海
と文学館を望めます。

❹沈黙の碑

❸ステンドグラス❸ステンドグラス

遠
藤
周
作
文
学
館

☎
０
９
５
９
・
３
７
・
６
０
１
１

遠
藤
周
作
文
学
館

遠
藤
周
作
文
学
館

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

文学館オリジナルキャラクター文学館オリジナルキャラクター
タヌキとキツネタヌキとキツネ

長
崎
と
の
関
わ
り

長
崎
と
の
関
わ
り

　
外
海
は
小
説
『
沈
黙
』
に
登
場
す
る
「
ト
モ

　
外
海
は
小
説
『
沈
黙
』
に
登
場
す
る
「
ト
モ

ギ
村
」
の
モ
デ
ル
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ギ
村
」
の
モ
デ
ル
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

遠
藤
周
作
は
小
説
を
書
く
前
か
ら
長
崎
を
何
度

遠
藤
周
作
は
小
説
を
書
く
前
か
ら
長
崎
を
何
度

も
取
材
で
訪
れ
、
生
前
に
は
小
説
の
風
景
を
思

も
取
材
で
訪
れ
、
生
前
に
は
小
説
の
風
景
を
思

い
起
こ
す
小
高
い
丘
に
「
沈
黙
の
碑
」
が
建
立

い
起
こ
す
小
高
い
丘
に
「
沈
黙
の
碑
」
が
建
立

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　
後
に
遠
藤
周
作
は
こ
の
地
を
、「
神
様
が
僕

　
後
に
遠
藤
周
作
は
こ
の
地
を
、「
神
様
が
僕

の
た
め
に
と
っ
て
お
い
て
く
れ
た
場
所
」
と
話

の
た
め
に
と
っ
て
お
い
て
く
れ
た
場
所
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　
「
富
士
男
」
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
鍛

　
「
富
士
男
」
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
鍛

冶
屋
町
に
あ
っ
た
「
銀
嶺
」
で
食
事
を
し
た
り
、

冶
屋
町
に
あ
っ
た
「
銀
嶺
」
で
食
事
を
し
た
り
、

皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
場
所
も
遠
藤
周
作
の
お
気

皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
場
所
も
遠
藤
周
作
の
お
気

に
入
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

に
入
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
他
に
も
、
自
身
を
「

　
他
に
も
、
自
身
を
「
狐狐こ

り
あ
ん
さ
ん
じ
ん

こ
り
あ
ん
さ
ん
じ
ん

狸
庵
山
人

狸
庵
山
人
」
と
称
し

」
と
称
し

て
「
狐
狸
庵
閑
話
」
や
「
ぐ
う
た
ら
シ
リ
ー
ズ
」

て
「
狐
狸
庵
閑
話
」
や
「
ぐ
う
た
ら
シ
リ
ー
ズ
」

な
ど
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
親
し
み
や
す
い

な
ど
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
親
し
み
や
す
い

エ
ッ
セ
イ
な
ど
も
執
筆
。

エ
ッ
セ
イ
な
ど
も
執
筆
。

　
愉
快
な
人
柄
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
愉
快
な
人
柄
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
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１
０
０
年
の

１
０
０
年
の
想想お

も
お
も

い
と
人
柄
に
ふ
れ
る

い
と
人
柄
に
ふ
れ
る

　
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
特
設
サ
イ
ト
を

　
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
特
設
サ
イ
ト
を

開
設
し
ま
し
た
。
サ
イ
ト
で
は
遠
藤
文
学
と
ゆ

開
設
し
ま
し
た
。
サ
イ
ト
で
は
遠
藤
文
学
と
ゆ

か
り
の
あ
る
長
崎
を
紹
介
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

か
り
の
あ
る
長
崎
を
紹
介
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

ラ
ム
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
記
念
グ
ッ

ラ
ム
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
記
念
グ
ッ

ズ
や
遠
藤
周
作
文
学
館
〝
初
〟
の
公
式
ガ
イ
ド

ズ
や
遠
藤
周
作
文
学
館
〝
初
〟
の
公
式
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
の
情
報
を
掲
載
予
定
で
す
。

ブ
ッ
ク
な
ど
の
情
報
を
掲
載
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
遠
藤
周
作
と
遠
藤
文
学
の
魅
力
を
多

　
ま
た
、
遠
藤
周
作
と
遠
藤
文
学
の
魅
力
を
多

く
の
か
た
に
伝
え
る
た
め
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

く
の
か
た
に
伝
え
る
た
め
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
小
説
や
エ
ッ
セ
イ

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
小
説
や
エ
ッ
セ
イ

か
ら
選
ん
だ
、心
に
響
く
名
言
、ゆ
か
り
の
あ
っ

か
ら
選
ん
だ
、心
に
響
く
名
言
、ゆ
か
り
の
あ
っ

た
作
家
や
俳
優
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ

た
作
家
や
俳
優
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
ス
タ
ッ
フ
の
推
し
本
、
イ
ベ
ン
ト
情

セ
ー
ジ
、
ス
タ
ッ
フ
の
推
し
本
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
遠
藤
文
学
の
魅
力
を
発
信
中
！

報
な
ど
遠
藤
文
学
の
魅
力
を
発
信
中
！

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
の
一
説

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
の
一
説

を
紹
介
す
る
「
遠
藤
周
作
名
言
集
」
を
つ
ぶ
や

を
紹
介
す
る
「
遠
藤
周
作
名
言
集
」
を
つ
ぶ
や

い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
や
い
い
ね

い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
や
い
い
ね

を
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

を
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

遠藤先生が僕に「小説を書け」と仰ったのには心底驚きました。
「無理です。書けません」とお答えしたら「いや書けるよ。君の
歌は既に短編小説になってる。書いて読ませろ」胸が一

いっぱい
杯にな

りましたがあの遠藤周作先生に原稿を持っていくなどという勇
気は当時の僕にはなかったことが今でも悔やまれます。

シンガー・ソングライター、小説家　さだまさし さん

憧れのマーティン・スコセッシ監督の構想 30 年とも言わ憧れのマーティン・スコセッシ監督の構想 30 年とも言わ
れる作品にして、僕にとって初めてのハリウッド作品「沈れる作品にして、僕にとって初めてのハリウッド作品「沈
黙 - サイレンス -」が、日本の風土と歴史が生んだ作家の作黙 - サイレンス -」が、日本の風土と歴史が生んだ作家の作
品であることに何やら運命を感じずにはいられません。品であることに何やら運命を感じずにはいられません。
恥ずかしながらそれまで先生のことを存じ上げずにおりま恥ずかしながらそれまで先生のことを存じ上げずにおりま
したが、その後「海と毒薬」、「深い河」、「狐狸庵」シリーしたが、その後「海と毒薬」、「深い河」、「狐狸庵」シリー
ズなどを拝読させて頂き、その洞察力、懐の深さとチャーズなどを拝読させて頂き、その洞察力、懐の深さとチャー
ミングさの境地に驚きと敬意を抱いております。ミングさの境地に驚きと敬意を抱いております。

俳優　窪塚 洋介 さん

メ
ッ
セ

ー
ジを
ご紹介

メ
ッ
セ

ー
ジを
ご紹介

ポストカード

日めくり万年カレンダー

オリジナルグッズもオリジナルグッズも
３月下旬頃から販売！３月下旬頃から販売！
※エコバッグと記念切手も販売します。※エコバッグと記念切手も販売します。
　詳しくは随時特設サイトで公開！　詳しくは随時特設サイトで公開！

文学的な毎日を刻もう！
文学的な毎日を刻もう！

付箋

いたずらアイデアの

いたずらアイデアのメモをとろう！
メモをとろう！

大切なあの人へ
大切なあの人へ

手紙を出してみない？

手紙を出してみない？

この一冊で
この一冊で

あなたも遠藤通 ?!

あなたも遠藤通 ?!

公式ガイドブック紙面
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メ
ッ
セ

ー
ジを
ご紹介

メ
ッ
セ

ー
ジを
ご紹介

遠藤作品を読んでみようかな？遠藤作品を読んでみようかな？
と思ったあなたにオススメしたい本と思ったあなたにオススメしたい本

　
遠
藤
周
作
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
『
沈

　
遠
藤
周
作
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
『
沈

黙
』
と
と
も
に
長
崎
三
部
作
に
数
え
ら
れ
る
２

黙
』
と
と
も
に
長
崎
三
部
作
に
数
え
ら
れ
る
２

冊
。
冊
。

　
こ
の
作
品
は
、
遠
藤
周
作
が
長
崎
へ
の
恩
返

　
こ
の
作
品
は
、
遠
藤
周
作
が
長
崎
へ
の
恩
返

し
の
た
め
に
書
い
た
そ
う
で
す
。

し
の
た
め
に
書
い
た
そ
う
で
す
。

　
長
崎
を
舞
台
に
、
二
人
の
女
性
の
一
生
を
鮮

　
長
崎
を
舞
台
に
、
二
人
の
女
性
の
一
生
を
鮮

や
か
に
描
い
て
い
ま
す
。

や
か
に
描
い
て
い
ま
す
。

　
「
一
部
・
キ
ク
の
場
合
」
で
は
、
大
浦
天
主

　
「
一
部
・
キ
ク
の
場
合
」
で
は
、
大
浦
天
主

堂
で
の
プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父
に
よ
る
信
徒
発
見

堂
で
の
プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父
に
よ
る
信
徒
発
見

に
始
ま
り
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
長
崎
で
の

に
始
ま
り
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
長
崎
で
の

切切き
り
し
た
ん

き
り
し
た
ん

支
丹
支
丹
弾
圧
の
史
実
に
沿
い
な
が
ら
物
語
が
進

弾
圧
の
史
実
に
沿
い
な
が
ら
物
語
が
進

み
ま
す
。
本
書
の
中
で
は
、諏
訪
神
社
も
登
場
。

み
ま
す
。
本
書
の
中
で
は
、諏
訪
神
社
も
登
場
。

　

さ
ら
に
、「
二
部
・
サ
チ
子
の
場
合
」
は
、

　

さ
ら
に
、「
二
部
・
サ
チ
子
の
場
合
」
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
下
の
長
崎
で
、
激
動
の
時
代

第
二
次
世
界
大
戦
下
の
長
崎
で
、
激
動
の
時
代

に
信
仰
を
守
り
、
恋
人
を
想
い
、
愛
に
生
き
た

に
信
仰
を
守
り
、
恋
人
を
想
い
、
愛
に
生
き
た

主
人
公
の
物
語
で
す
。

主
人
公
の
物
語
で
す
。

　
ま
た
、
１
９
８
５
年
に
放
送
さ
れ
た
朝
日
放

　
ま
た
、
１
９
８
５
年
に
放
送
さ
れ
た
朝
日
放

送
創
立

送
創
立
3535
周
年
記
念
番
組
「
女
の
一
生
・
キ
ク

周
年
記
念
番
組
「
女
の
一
生
・
キ
ク

の
場
合
」
に
出
演
し
た
小
泉
今
日
子
さ
ん
か
ら

の
場
合
」
に
出
演
し
た
小
泉
今
日
子
さ
ん
か
ら

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
生
誕

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
生
誕

１
０
０
年
特
別
企
画
展
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

１
０
０
年
特
別
企
画
展
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

紹
介
予
定
で
す
。

紹
介
予
定
で
す
。

　
日
本
に
や
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
ガ
ス
ト

　
日
本
に
や
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
ガ
ス
ト

ン
。
彼
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
末
裔
と
称
す
る
馬

ン
。
彼
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
末
裔
と
称
す
る
馬

面
の
青
年
で
す
。
弱
虫
で
ド
ジ
だ
け
ど
、
お
人

面
の
青
年
で
す
。
弱
虫
で
ド
ジ
だ
け
ど
、
お
人

好
し
な
〝
お
バ
カ
さ
ん
〟
は
、
行
く
先
々
で
珍

好
し
な
〝
お
バ
カ
さ
ん
〟
は
、
行
く
先
々
で
珍

事
を
巻
き
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

事
を
巻
き
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

　
素
直
に
人
間
を
信
じ
、
だ
ま
さ
れ
て
も
裏
切

　
素
直
に
人
間
を
信
じ
、
だ
ま
さ
れ
て
も
裏
切

ら
れ
て
も
、
他
人
を
愛
す
る
こ
と
を
や
め
な
い

ら
れ
て
も
、
他
人
を
愛
す
る
こ
と
を
や
め
な
い

主
人
公
は
、
周
囲
の
人
々
の
心
を
温
か
い
光
で

主
人
公
は
、
周
囲
の
人
々
の
心
を
温
か
い
光
で

満
た
し
て
い
き
ま
す
。

満
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
人
間
を
信
じ
よ
う
と
懸
命
に
生
き
る
ガ
ス
ト

　
人
間
を
信
じ
よ
う
と
懸
命
に
生
き
る
ガ
ス
ト

ン
の
人
物
像
に
は
、
遠
藤
周
作
の
理
想
の
イ
エ

ン
の
人
物
像
に
は
、
遠
藤
周
作
の
理
想
の
イ
エ

ス
像
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
そ
う
。

ス
像
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
そ
う
。

　
一
生
懸
命
生
き
る
こ
と
が
美
し
い
と
思
え
る

　
一
生
懸
命
生
き
る
こ
と
が
美
し
い
と
思
え
る

小
説
で
す
。

小
説
で
す
。

　
優
し
い
愛
に
ふ
れ
た
い
人
、
勇
気
を
も
ら
い

　
優
し
い
愛
に
ふ
れ
た
い
人
、
勇
気
を
も
ら
い

た
い
人
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。

た
い
人
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　
遠
藤
周
作
の
ユ
ニ
ー
ク
な
語
り
口
で
描
か
れ

　
遠
藤
周
作
の
ユ
ニ
ー
ク
な
語
り
口
で
描
か
れ

る
親
し
み
や
す
い
登
場
人
物
や
人
間
模
様
に
、

る
親
し
み
や
す
い
登
場
人
物
や
人
間
模
様
に
、

読
ん
だ
人
は
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

読
ん
だ
人
は
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
す
。

　
遠
藤
周
作
の
ユ
ー
モ
ア
小
説
の
傑
作
を
、
ぜ

　
遠
藤
周
作
の
ユ
ー
モ
ア
小
説
の
傑
作
を
、
ぜ

ひ
読
ん
で
み
て
は
。

ひ
読
ん
で
み
て
は
。

『女の一生 一部・キクの場合』
『女の一生 二部・サチ子の場合』　遠藤周作 著　新潮文庫

遠藤周作 著　KADOKAWA/角川文庫

インスタグラムインスタグラム

ツイッターツイッター

特設サイト特設サイト

　
ミ
ス
テ
リ
ー
や
推
理
小
説
が
好
き
な
の

　
ミ
ス
テ
リ
ー
や
推
理
小
説
が
好
き
な
の

で
、
遠
藤
周
作
の
長
編
推
理
小
説
を
読
ん

で
、
遠
藤
周
作
の
長
編
推
理
小
説
を
読
ん

で
み
ま
し
た
。

で
み
ま
し
た
。

　
昭
和

　
昭
和
3838
～～
3939
年
に
か
け
て
、
週
刊
新
潮

年
に
か
け
て
、
週
刊
新
潮

で
連
載
さ
れ
て
い
た
本
作
は
、
心
理
的
探

で
連
載
さ
れ
て
い
た
本
作
は
、
心
理
的
探

偵
法
を
用
い
た
遠
藤
周
作
唯
一
の
長
編
推

偵
法
を
用
い
た
遠
藤
周
作
唯
一
の
長
編
推

理
小
説
で
す
。
一
人
の
精
神
科
医
が
、
不

理
小
説
で
す
。
一
人
の
精
神
科
医
が
、
不

可
思
議
な
失
踪
事
件
の
謎
を
解
く
こ
の
作

可
思
議
な
失
踪
事
件
の
謎
を
解
く
こ
の
作

品
は
、
登
場
人
物
の
心
の
動
き
や
物
の
見

品
は
、
登
場
人
物
の
心
の
動
き
や
物
の
見

え
方
な
ど
が
繊
細
に
描
写
さ
れ
て
い
て
、

え
方
な
ど
が
繊
細
に
描
写
さ
れ
て
い
て
、

読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
小
説
の
世
界

読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
小
説
の
世
界

へ
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

へ
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　
人
間
の
心
の
弱
さ
に
焦
点
を
当
て
、
人

　
人
間
の
心
の
弱
さ
に
焦
点
を
当
て
、
人

の
罪
や
そ
れ
に
対
す
る
罰
、
因
果
応
報
を

の
罪
や
そ
れ
に
対
す
る
罰
、
因
果
応
報
を

感
じ
さ
せ
る
内
容
で
も
あ
り
ま
す
。

感
じ
さ
せ
る
内
容
で
も
あ
り
ま
す
。

　
大
き
な
場
面
展
開
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
大
き
な
場
面
展
開
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

戦
後
の
日
本
を
舞
台
に
、
静
か
に
真
実
が

戦
後
の
日
本
を
舞
台
に
、
静
か
に
真
実
が

解
き
明
か
さ
れ
て
い
く
推
理
小
説
で
す
。

解
き
明
か
さ
れ
て
い
く
推
理
小
説
で
す
。

　
「
長
崎
」
も
ち
ら
り
と
登
場
し
て
い
ま

　
「
長
崎
」
も
ち
ら
り
と
登
場
し
て
い
ま

す
。
推
理
小
説
が
好
き
な
か
た
に
ぜ
ひ
読

す
。
推
理
小
説
が
好
き
な
か
た
に
ぜ
ひ
読

ん
で
ほ
し
い
一
冊
で
す
。

ん
で
ほ
し
い
一
冊
で
す
。

　
ま
た
、
市
立
図
書
館
で
は
４
月

　
ま
た
、
市
立
図
書
館
で
は
４
月
1010
日
㊊
日
㊊

ま
で
、
遠
藤
周
作
の
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
な

ま
で
、
遠
藤
周
作
の
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
な

ど
を
１
階
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

ど
を
１
階
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ

　
気
軽
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
ね
。

さ
い
ね
。

広
報
な
が
さ
き
編
集
者
が

広
報
な
が
さ
き
編
集
者
が

推
理
小
説
『
闇
の
よ
ぶ
声
』

推
理
小
説
『
闇
の
よ
ぶ
声
』

を
読
ん
で
み
た
！

を
読
ん
で
み
た
！

『おバカさん』
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